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　アンケート結果分析では学生の ST に対する認識として 5 つの因子を抽出し，更にその中から，学生の英語力
実感に影響を与える２要因を特定した。５人の ST へのインタビューからは，レッスンを教え始めた動機や実際
















語のレッスンであり，平成 25 年度前期には 185 名の
















人までで週 1 ～ 2 回。TOEFL 対策はレベルや人数，
受講レッスン数の制限はなく，学生の都合とやる気
に任せて登録する形式になっているが，平成 25 年度
前期は 4 コマ開講された。全てのレッスンは，1 コマ































































































































































目 5-8）「ST から受ける意欲」（項目 9-12）および「ST 
への憧れ」の（項目 13-16）４要因を念頭に構築された。
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（項目 5-8）「ST から受ける意欲 （ -12）およ
び「ST への憧れ」の（項目 13-16）４要因を念頭に
構築された。 





 最小値 最大値 平均値 標準偏差
1 ST の説明は正確で適切だ
3.00 6.00 5.3 .68
2 ST だから英語力が十分ではないと感じるときがあ
る 1.00 6.00 5.6 .76
3 ST の説明が間違っていると思うときがある 
3.00 6.00 5.6 .60
4 ST の英語はとても信頼できる  
3.00 6.00 5.4 .74
5 ST はいつも親身になって教えてくれる 
3.00 6.00 5.7 .62
6 ST の教え方にムラがあると思うときがある  
3.00 6.00 5.5 .82
7 ST はいつも一生懸命教えてくれる
3.00 6.00 5.7 .63
8 ST の教え方は手を抜いていると思うときがある 
2.00 6.00 5.6 .78
9 学生なのにST になれるなんて，すごいと思う 
3.00 6.00 5.6 .69
10自分も将来 ST と同じくらい英語が出来るように
なりたい  3.00 6.00 5.6 .64
11 ST は英語が出来る特別な学生なので，遠い存在
だ 2.00 6.00 4.7 1.00
12 ST は自分とは違い，英語力に恵まれていると思
う* 1.00 6.00 4.1 1.51
13 ST の期待に応えられないと悲しくなる 
1.00 6.00 4.3 1.28
14 ST は本当の先生ではないので英語が伸びなくて
もST 気にしない 1.00 6.00 4.9 1.20
15 ST の励ましに応えられるよう，英語をがんばり
たい 1.00 6.00 5.3 .92
16 ST と一緒に英語を伸ばしていきたい気持ちにな







































































1 2 3 4 5 
VAR04 .797 .033 .045 -.047 -.016
VAR01 .755 -.136 .026 .121 .188
VAR03 .750 -.066 -.027 -.083 .048
VAR08 .497 .414 -.074 .049 -.179
VAR14 .345 -.006 .193 -.268 -.223
VAR02 .300 .098 -.033 .003 .173
VAR07 -.192 1.046 .038 -.150 .037
VAR05 -.012 .705 .222 .049 .046
VAR06 .252 .665 -.114 .165 -.007
VAR15 -.096 .077 .868 .092 .042
VAR16 .154 .027 .703 .068 .101
VAR13 -.010 .028 -.230 .625 .023
VAR11 -.035 -.069 .254 .608 -.126
VAR12 -.009 .009 .136 .437 -.094
VAR09 .100 .164 -.023 -.102 .626
VAR10 .065 -.123 .184 -.085 .485
因子抽出法: 最尤法  
回転法: Kaiser の正規化を伴うプロマックス法 





















































説明変数       
因子 I ST を教員として認識 .259 .070 .308* 
因子Ⅲ ST から受ける意欲 .190 .088 .223* 
因子Ⅳ ST と自分との比較 -.017 .090 -.017 
因子Ⅴ ST への憧れ .030 .099 .029 
因子Ⅱ ST の教える態度への認識 .018 .909 .022 
Ｒ２ = .224*** 
基準変数：英語力向上実感 
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第３因子は，15 及び 16 の 2 変数からなり，負荷
量平方和は 1.136 である。 





負荷量平方和は 1.259 となる。 
13，ST の期待に応えられないと悲しくなる 
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へのインタビューを行った。時間は 40 分～ 60 分程
度で，大きく分けて，レッスンを教えたいと思った
動機と ST として同じ大学生を教えてみた感想につい












































































表４ ST の特性 
 名前（仮） 性別 学部・学年 担当レッスン・卒
業後の進路など 
１  Shin  M 経済・4 年 TOEFL・就職 
２ Joe M 工・修士１年 TOEFL・進学 
３ Kay M 教育・4 年 会話・教員 
４ Yasu F 教育・3 年 会話・教員 








































































　“I don’t have boundaries, like they don’t call me 
〝Tasha-sensei“  “(students) have more emotional 
























“Although it’s not really academic things or we 
cannot really assess their score or anything， in 
terms of motivation， I think (L-café lesson) is a 



























２． 教える側の ST にとっては，" 後輩を教え
たい”という思いがモチベーションとなり，
学生と真剣に向き合う姿勢が感じられると



























に学びあうスペースを指す。（Murray & Fujishima 
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　In May 2013 the Social Learning Space, the L-café opened at Okayama university and it has offered 
English conversation and TOEFL preparation classes to students by adopting the student teacher (ST) 
system. Under this system all classes are taught by international or Japanese student who have studied 
abroad. 
　In this essay, we try to examine this unique and rather new teaching system at university by analyzing 
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